
丸
鋸
と
丸
鋸
切
断
機

　
丸
鋸
は
扱
い
や
す
く
、
切
断
精
度
も
高
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
木
材
や
製
紙
を
は
じ
め
石
材
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
樹
脂
、
金
属
な
ど
の
幅
広
い
材
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
で
は
切
削
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
目
的
に

刃
厚
を
薄
く
す
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
加
工
機
で
は
自
動
化
や
材
料
の
ム
ダ
削
減
な
ど
、
高
精
度
・
高
効
率
化

に
対
応
す
る
製
品
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
脚
光
を
浴
び
る
業
種
の
変
遷
は
あ
っ
て
も
、
業

種
を
問
わ
ず
品
質
の
向
上
、
新
製
品
開
発
に
は
欠
か
せ
な
い
の
が
丸
鋸
。
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
に
対
応
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を
支
え
る
丸
鋸
と
丸
鋸
切
断
機
の
動
向
を
紹
介
す
る
。

需
要
、
海
外
が
け
ん
引
丸
鋸音

静
か
に
精
度
向
上

次
頁
に
企
業
紹
介

刃厚薄く加工迅速

プラスチック樹脂
切削用の細目丸鋸は
刃形にも特徴（写真
提供：神谷機工）
刃先に超硬合金を採
用した金属切削用チ
ップソー（同）
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主
要
丸
鋸
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
加
盟
す
る
日
本
機
械
鋸
・

刃
物
工
業
会
に
よ
る
と
、
２

０
１
１
年
の
丸
鋸
の
生
産
高

実
績
は
前
年
比

・
５
％
増

の

億
６
０
０
０
万
円
で
、

２
年
連
続
で
前
年
を
上
ま
わ

っ
た
。
前
年
同
期
比
で
上
半

期

１
―
６
月

は

・
５

％
増
、
下
半
期

６
―

月

は
同
５
・
７
％
増
と
な

っ
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
で
、
大
き
く
落
ち
込
ん

だ

年
以
降
、
自
動
車
や
住

宅
関
連
の
需
要
の
持
ち
直
し

傾
向
を
み
せ
て
い
た
な
か
、

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
影
響
を
受
け
な
が
ら

も
堅
調
な
輸
出
や
工
作
機
械

な
ど
の
好
調
が
寄
与
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の

年
の
実
績

億
６

９
０
０
万
円

と
比
較
す
る

と
、

％
の
水
準
ま
で
回
復

し
た
こ
と
に
な
る
。
震
災
関

連
で
は
住
宅
を
中
心
に
し
た

復
興
需
要
に
目
立
っ
た
動
き

が
な
い
な
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
が
一
層
強
ま
っ
た
こ

と
で
、
一
部
に
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
関
連
機
器
の
受
注
増
と

い
っ
た
プ
ラ
ス
材
料
も
見
ら

れ
る
。
輸
出
は
引
き
続
き
好

調
で

年
の
丸
鋸
の
輸
出
額

は
同

・
３
％
増
の

億
６

７
０
０
万
円
。
輸
出
額
で
過

去
最
高
だ
っ
た
昨
年
を
さ
ら

に
更
新
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
市
場

で
の
需
要
増
な
ど
が
背
景
に

な
っ
て
い
る
。
輸
出
割
合

金
額
ベ
ー
ス

は

・
７

％
で
、
前
年
か
ら
２
・
０

増
加
し
た
。

　
大
手
丸
鋸
メ
ー
カ
ー
の

年
３
月
期
連
結
算
を
み
る

と
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
市

場
で
産
業
の
活
発
さ
か
ら
自

動
車
や
機
械
関
連
な
ど
の
金

属
切
断
用
や
住
宅
資
材
用
が

好
調
。
米
国
で
は
金
属
切
断

用
な
ど
が
好
調
に
推
移
し
て

い
る
。

　
海
外
市
場
の
需
要
増
が
寄

与
し
て
い
る
も
の
の
、
円
高

基
調
が
続
く
為
替
リ
ス
ク
が

先
行
き
へ
の
懸
念
材
料
と
な

っ
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え

て
も
、
日
本
の
人
口
減
少
傾

向
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
。
日
本

経
済
の
活
力
低
下
が
危
惧
さ

れ
る
。
コ
ス
ト
面
で
も
需
要

旺
盛
な
消
費
地
と
生
産
地
の

近
接
が
理
想
。
こ
の
た
め
、

海
外
で
の
生
産
や
販
売
ル
ー

ト
の
開
発
、
拡
充
な
ど
を
意

識
し
た
対
応
が
一
層
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。

　
使
用
さ
れ
る
業
種
の
裾
野

は
広
く
、
産
業
界
の
発
展
を

支
え
て
い
る
丸
鋸
。
日
本
で

の
丸
鋸
生
産
の
開
始
は
１
９

０
０
年
頃

明

頃
と
い

う
。
日
本
機
械
鋸
・
刃
物
工

業
会
創
立

周
年
記
念
誌
に

よ
れ
ば
当
時
、
使
い
古
さ
れ

た
輸
入
鋸
を
薄
く
削
り
直
し

再
利
用
し
た
こ
と
が
始
ま

り
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
１
９
３
５
年
頃
か
ら
原
材

料
の
鋼
板
が
国
内
生
産
を
開

始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
格

的
な
生
産
が
開
始
さ
れ
た
。

丸
鋸
は
回
転
刃
物
の
ル
ー
ツ

と
さ
れ
る
。

　
製
材
や
木
工
加
工
で
の
丸

鋸
は
切
削
対
象
物
の
多
様
化

で
技
術
開
発
も
進
展
。
加
熱

圧
延
さ
れ
た
鉄
材
を
切
断
す

る
ホ
ッ
ト
ソ
ー
、
冷
間
状
態

で
金
属
を
切
断
す
る
コ
ー
ル

ド
ソ
ー
を
は
じ
め
、
チ
ッ
プ

ソ
ー
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ソ
ー

と
、
切
削
対
象
物
の
多
様
化

に
対
応
し
た
技
術
開
発
が
進

展
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
用
途
も
当
初

の
製
材
や
木
工
加
工
か
ら
製

紙
、
金
属
、
樹
脂
、
石
材
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
、
現
在

で
は
幅
広
い
分
野
に
広
が
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
メ
ー
カ
ー

で
は
高
精
度
、
高
効
率
、
環

境
面
に
配
慮
し
た
製
品
供
給

が
見
ら
れ
る
。
丸
鋸
刃
で
は

静
音
性
を
高
め
た
り
、
刃
厚

を
薄
く
す
る
取
り
組
み
だ
。

　
静
音
性
へ
の
対
応
は
、
騒

音
対
策
と
関
連
し
た
も
の
だ

が
、
精
度
向
上
へ
の
目
的
も

あ
る
。
共
振
が
発
生
す
る
と

騒
音
だ
け
で
な
く
、
振
動
に

よ
る
精
度
に
バ
ラ
ツ
キ
が
出

る
た
め
品
質
と
関
係
す
る
。

そ
こ
で
、
振
動
を
抑
制
す
る

す
る
盤
面
を
工
夫
し
た
。

　
刃
厚
を
薄
く
す
る
薄
肉
化

は
、
刃
を
薄
く
す
る
と
被
切

削
材
と
接
す
る
面
積
が
減

少
。
摩
擦
力
が
低
下
す
る
こ

と
に
な
り
、
切
削
ス
ピ
ー
ド

の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
刃
厚
が
薄
く
な
れ
ば
、

切
削
時
に
発
生
す
る
切
り
粉

を
そ
の
分
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
歩
留
ま
り
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

　
再
研
磨
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

重
点
を
お
く
メ
ー
カ
ー
も
少

な
く
な
い
。
鋸
刃
を
再
研
磨

し
、
チ
ッ
プ
を
交
換
す
る
こ

と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
丸
鋸
の

超
寿
命
化
に
よ
る
維
持
コ
ス

ト
の
低
減
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。
加
工
機
で
も
歩
留
ま
り

の
向
上
を
追
求
。
鋼
材
の
残

材
長
を
従
来
の
３
分
の
１
に

改
善
す
る
全
自
動
丸
鋸
切
断

機
も
登
場
し
て
い
る
。
切
断

部
の
出
口
側
で
鋼
材
を
固
定

す
る
ク
ラ
ン
プ
の
構
成
を
単

純
化
。
鋼
材
が
短
く
な
っ
て

も
切
断
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
丸
鋸
を
ガ
イ
ド
レ
ー
ル

で
横
移
動
さ
せ
て
ス
ム
ー
ズ

に
切
断
す
る
。

　
ま
た
、
高
速
、
高
精
度
化

へ
の
追
求
と
し
て
は
、
高
剛

性
フ
レ
ー
ム
と
バ
ッ
ク
ラ
ッ

シ
を
除
去
す
る
構
造
で
の
対

応
も
見
ら
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
数
値
制
御

Ｃ
Ｎ

Ｃ

に
よ
り
、
被
削
材
の
形

状
・
鋼
種
を
選
択
す
る
だ
け

で
、
切
断
条
件
を
自
動
設
定

し
、
生
産
性
の
向
上
も
訴
求

す
る
。

　
一
方
、
自
動
車
産
業
関
連

で
、
強
度
と
軽
量
化
の
観
点

か
ら
採
用
が
増
え
て
い
る
高

張
力
鋼
板

ハ
イ
テ
ン

用

途
に
超
硬
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
採

用
し
て
回
転
速
度
を
高
め
て

切
削
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
小
型
化
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
丸
鋸

刃
研
削
盤
も
出
て
い
る
。
対

応
す
る
丸
鋸
刃
の
最
大
外
径

を
長
く
し
、
高
い
剛
性
を
維

持
し
な
が
ら
設
置
は
従
来
機

種
に
比
べ
小
さ
く
し
、
省
ス

ペ
ー
ス
化
も
図
っ
て
い
る
。

同
研
削
盤
で
は
刃
の
回
転
と

切
り
込
み
と
い
う
２
軸
同
時

制
御
が
可
能
。
使
い
や
す
さ

を
求
め
る
研
削
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
製
品
化
も
行

わ
れ
て
い
る
。


